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1 センターの概要

1. 1 業務の概要
本県の染織工業，特に大島紬に関するデザイン・緋締・加工・染色・製織等の試験研究，新規

織物の開発，技術指導・相談，後継者育成等の事業を通じて大島紬業界の発展に努める。

1. 2 組織と業務
総務課

( 1 )人事，予算，会計，給与，福利厚生に関することロ

( 2 )財産・物品の管理に関すること。

( 3 )施設維持等に関すること。

( 4 )総合企画，連絡調整に関すること。
機織研究室

( 1 )機織及び加工技術の調査，研究，指導に関すること。

( 2 )繊維素材及び繊維製品の試験研究，依頼分析，鑑定に関すること。

にノ デザイン研究室

( 1 )大島紬の意匠図案の調査，研究，指導に関すること。

( 2 )大島紬製品の企画開発，デザイン技術の研究に関すること。

染色化学研究室

( 1 )染色及び加工技術の調査，研究，指導に関すること。

( 2 )染色化学の試験研究，依頼分析，鑑定に関すること。

1. 3 沿革
昭和 2年4月 昭和 2年3月31日鹿児島県工業試験場大島分場が設置され. 4月1日庶務，機織，原

料糸，染色の4部で発足する。，
昭和4年11月 鹿児島県告示第407号により鹿児島県大島郡染織指導所として独立。庶務，原料，染色，

r"  

昭和7年4月
昭和20年4月
昭和21年 2月

u昭和25年6月
昭和初年4月
昭和27年4月
昭和27年4月
昭和28年12月
昭和30年11月
昭和31年3月
昭和37年7月
昭和38年4月
昭和48年 3月
昭和54年11月
昭和56年4月

機織の4部が設置され，事務所を名瀬市久里町におく。

大島紬後継者育成のため図案，染色，機織部門の伝習生養成を開始する。

戦災により庁舎が全焼，試験研究業務を停止する。

内務省告示第22号により奄美群島は日本本土から分離され，臨時北部南西諸島と改称
する。昭和25年5月まで臨時北部南西諸島政府経済部商工課で大島紬の指導を行う。
大島染織指導所として再発足する。

旧敷地内に庁舎を再建，庶務，図案，機織，原料，染色の 5係を配置し業務を開始する。

伝習生(1年).研究生等(6..ヶ月)の養成を再開する。

大島染織指導所は琉球政府経済局の所管となる。

日本へ復帰，鹿児島県大島染織指導所となる。

庁舎用地として303mを取得し，ボイラ一室を設置する。
加工室，機織室，会議室を新築する。

機構改革により，庶務係，機織図案研究室，染色化学研究室を設置する。

本館事務室，実験室，機織室，染色棟を新築する。

染色廃水処理施設を設置する。

創立50周年記念事業を実施する。
鹿児島県行政組織規則一部改正並びに機構改革により，鹿児島県大島紬技術指導セン

ターと改称し，総務課，機織研究室，染色化学研究室，図案研究室を設置する。

平成元年10月 大島紬技術指導センタ一新築整備事業により，現在地へ移転新築する。
平成 2年4月 鹿児島県行政組織規則一部改正により. ，¥IIJ館長職を設置，図案研究室をデザイン研究

室に改称する。

平成 9年3月 ハイテク開放試験室(つむぎゆらおう塾)を開設する。



1. 4 機構
1. 4. 1 組織と職員配置
商工労働部 一産業立地課 一大島紬技術指導センター

(H20. 4. 1現在)

館 長一一一一一副館長一一一ーァー総務課

上原守峰 富山昇 | 課長(副館長兼務)

亡二主幹兼露首臨長武崎 博夫
主 査世門昌美

機織研究室

室長平日清和
亡二研究専門員福山 秀久
主任研究員恵川美智子

デザイン研究室

室長今村順光

染色化学研究室一一一一「一一研究専門員 山下 宜良

室長操 利一 トー研究員東みなみ)

L一一技術補佐員平 俊博

研究専門員徳永 嘉美

1. 4. 2 職員現況表 (H20. 4. 1現在)

区 分 事務職 技術職 現業職 非常勤職員 計

主宮 長 1 1 

高リ 館 長 1 

総 務 課 3 3 
( 1副館長兼務) (1) 

機織研究室 3 3 

デザイン研究室 2 2 

染色化学研究室 3 1 4 

計 3 9 1 1 3 

J 
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1. 4. 3 人事異動 (H19. 4. 2~H20. 4. 1) 

発令年月日 氏 名 新 任 l日 任 備考

H20. 4. 1 富山昇 国1)館長兼総務課長 建築課課長補佐 転 入

H20. 4. 1 市田佐千夫 鹿児島地域振興局農林水産部 副館長兼総務課長 転 出

農林水産総務課課長

1. 5 決算

にJ
(単位円)

歳 入 歳 出

使用料及び手数料 49， 800 人 事 管 理 費 443， 412 

中小企業振興費 282， 757 

諸 収 入 30 工業試験場費 18，477，334 

ぷ口〉、 計 49， 830 ぷ口入 言十 19，203，503 
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(単位:ぱ)

区分 穏 別 4革 造 1 階 2 階 計

土地 事務所用地及び施設用地 6， 356. 34 

建物 事 務 所 及 び 研 究 室 鉄筋コンクリート造 1，499. 26 630. 40 2， 129.66 

" ハイァク開放試験室(つむぎゆらおう塾) 鉄 '"同込 造 164目 32 164. 32 

" 廃水処理施設及び実験用泥田 鉄 骨 造 140. 76 140. 76 

計 1， 804. 34 630. 40 2，434.74 

工作物 品己 念 碑 石 ;fJ l基 1基

1. 6. 2 配置図
2F 

u 

機器計測室 |機器計測準備室

機器分析室 L土庄FB+I I開放試験室|情 報| デザイン研究室

ハイテク開放試験室

(つむぎゆらおう塾) 困 固
動力室

染色試験室 J 
糊

会議室
展示ロビー

&田

玄関
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1. 7 研究設備一覧表(重要物品)

機織研究室

機 器 名 型

万能引張試験機 テンシロンRTM-l00
KN型織機 KN-6x6 115cm 
KES風合いシスァム
引張りせん断試験機 KES-FBl 
純曲げ試験機 KES-FB2 
圧縮試験機 KES-FB3 
表面試験機 KES-FB4 
精密迅速熱物性測定装置 KES-FB7 
水分含有量測定機 LP16-M 
粘度測定機 DV-II 
繊度測定器 DC-llA 
比重測定装置 KGM-l 
毛羽試験機 F-INDEX TESTER 
撚数測定機 TC-50 
サンプルオープナー OP-200 
フップフォーマー LF-200 
ローフーカード SC-200 
ドローインフレーム DF-4 
意匠撚糸機 123-AF 
ドビ一機 AP-25 
ドビーコントローフー EDC-2800 
ワインダー(自動乾燥糊付) KS-3 
通気性試験機 日目S-F8-APl
全自動糸番手測定装置 AUTOBAL 

式

精紡機 SPINNETESTER SKF-82 
紋織装置 KYB直織(1.200口)
帯電性試験機

}電子ジャカード¥......) ELJ-S 
画像処理シスァム GD1200 (Al 
紋織支援装置 CGSI¥.リコ〉編集機
糸ねじり交差トルク試験機 KES-YN-l 
緋締めシミュレーションシステム KYB 
織物組織設計装置 CATシステム
タイイングマシン JM-H18型
糸繰り機 TYB-145V 
糸張力計測装置 CB-20 
動作解析装置 DOU-202 
拡大映像装置 KH-2400DP 
画像処理記録装置

緋意匠7.リントリ7トウエ7
物性データ解析装置 KES-1F-Ol 
全自動単糸強力試験機 ST-2000 
万能試験機用汎用テ.ー処理システム MSAT 

5 

メーカー名 設置年度 備考

側オリエンァック S63 
津田駒工業側 S63 

脚力トーテック Hl 国補
(鮒カトーテック Hl 国補
側カトーテック Hl 国補
側カトーテック Hl 国補
側カトーテック Hl 国補
メトフ一社 Hl 国補
協和科学側 Hl 国補
サーチ側 Hl 国補
コカジ技研 Hl 国補
敷島紡績晴樹 Hl 国補
敷島紡績側 Hl 国補
大和機エ側 Hl 国補
大和機工(鮒 Hl 国補
大和機工側 Hl 国補
大和機工附 Hl 国補
日本紡織機械製造側 Hl 国補
側山田ドビー販売 H2 国補
(掬コスモチキm仰の H2 国補
側梶製作所 H2 国補
側カトーァック H2 
敷島紡績側 H3 国補
エデフ社 H3 
カヤバ工業側 H5 
シシド静電気(椀 H5 
カヤパ工業側 H6 国補
カヤパ工業側 H6 国補
カヤバ工業側 H6 
側カトーァック H7 
カヤパ工業側 H7 国補
中西織工芸備) H7 
側橋詰研究所 H8 
側山田 Hl0 
側金井工機 Hl0 
側エムァック Hl0 
側ハイロックス Hl0 
佐和カヤバ Hl0 
附カヤバ H12 
側カトーァック H13 
敷島ァクノ附 H14 
(掬エーアンド・ディ H15 



デザイン研究室

機 器 名 型 式 メーカー名 設置年度 備 考

CAD及び技術情報システム タフコンEX トタルリ7トウ工7側 Hl 国補
大島紬t"γ ュ7)~ カイJ7f'J/口γ-7，'側 H9 

7"レゼンテーションシステム

デずイン7"ロセサー一式 カイ/7テクj日γ-7，'佐和 Hll 

大島紬図案設計装置 トタ)~~7 トウエ7(槻 H12 

プロジェクタ一一式 カイ/7テク/口γ-7，'側 H12 共用

ロー)~紙対応高精細菌像 Mmクj日γ】7，'鮒 H 13 

処理システム

大島紬高度テ・γ川処理以テム カイ/7テクjログ-7，'側 H14 

緋ソフト 20 0 '3年版 カイJ7f'J/日グ-7，'側 H 16 

ァキスタイル 側東京手織機 H19 
デザインソフトウェア

染色化学研究室
) 

機 器 名 型 式 メーカー名 設置年度 備考

カフーアナフイザー TC-1800 東京電色側 S60 

ガスクロマトグフフ GC-9AM 附島津製作所 S61 

GPCクロマトグフフ ウォーターズ600E 日本ミ1)*"7・1)ミテッド社 Hl 国補

クリーンベンチ PCV-1303 目立製作所側 Hl 国補

凍結乾燥機 VD-60 大洋科学工業側 Hl 国補

アンダーグフス野外暴露台 IS-l スガ試験機側 Hl 国補
自動総染機 MVS-2 漂村化学機械工業側 Hl 国補

砕断機 H14型チッパー 側太平製作所 Hl 国補

分光反射率計 MS司 2020PLUS マクベス社 Hl 国補

クロマトスキャナー CS-9000 佐和島津製作所 Hl 国補

スクリーン製版機 SP-180 理想科学工業側 H2 国補
画像解析装置 nexus-Qube (鮒ネクサス H2 国補
フェードメーター FAL-5 スガ試験機(絢 H2 国補

カフーキッチン KAYALIBRA K-l (Dl 日本化薬品紛 H3 国補 !、J
分光光度計 UV-2200 側島津製作所 H4 

糖度屈折計 RX-l000 アタゴ側 H4 

遠心式薄膜濃縮装置 CEP-L 時駒大川原製作所 H4 国補

真空乾燥機 SF-02H (掬大川原製作所 H4 国補
膜ろ過試験機 FS-293-20S アドバンァック社 H4 国補

全自動シャリン)¥"イ染色装置 イントレックス(栂 H5 

原子吸光光度計 3300 パーキンエルマ一社 H5 

3軸制御直交ロボット HAS【 A3 芝浦製作所(掬 H7 

微小面分光誤IJ色計 MSP-~90 日本電色工業側 H7 

パーソナルコンビューター VM-516S，Flex-Scan 88F エプソン社，ナナオ社 H7 

分析装置付走査電子顕微鏡 JSM-5800， JED-2100 日本電子(掬 H7 

自動摺込み染色装置 側エルム H8 国補

緋糸用巻き取り枠 側エルム H8 国補

ピンテント型へ'ーキング試験機 PHA型 辻井染機工業側 Hl0 
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機 器 名 型 式 メーカー名 設置年度 備 考

高解像度デγ"がう装置 D-2000 キャノン側 H10 
ーユーマチックマングル VPM-1A型 辻井染機工業側 H10 
大型熱風乾燥機 S-80型 旭科学側 H10 
卓上電気透析装置 S-3型 旭化成工業側 Hll 
経糸巻き取り装置 側エルム Hll 
遊星回転ボールミル P-6 フィリチュ・ジャパン H12 
イオンメーター F-24C 堀場製作所 H12 
洗濯試験機 LM-8D スガ試験機側 H12 
ドフイクリーニング試験機 LM-D特型 スガ試験機側 H12 
分光反射率計 CM-3100 ミノルタ側 H12 
一次冗測色シスァム CI-1041i ミノルタ側 H13 
噴射式自動総染機 SD-1-7. 5Kg 開ベルァクノ社 H15 
高速冷却遠心分離器 SRX-201 側トミー精工 H17 

Lノj7-1)1変換赤外分光光度計 FTIR-8100A 島津製作所 H17 
高周波i"う-;:マ発光分析装置 SPS7700 セイコー電子工業側 H17 
RO水製造装置 AT-CW05 山東工ンγニ7リング側 H18 
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2. 1 

J 

ア

ザ

イ

J 

研

究

室

機

織

研

究

室

試験研究業務

試験研究概要

事業名(年度)

多色蚊緋大島紬のデザイン開発

研究

(HI8-HI9) 

概 要

大島紬は現在単色の蚊紛でデザインされているが，これに対し

て多色蚊餅という新たな緋表現技術を用いて新製品を開発し商

品構成の拡大を図る。

①多色蚊餅試作試験に伴う染料の選定(色相環12色， 6色， 3 

色， 2色)

②選定した染料の濃度別配色データの作成

③試作試験用の設計作図・締め及び染色加工方法の検討 、J
④各濃度配色別試作試験(1元越し式・ 2元越し・カタス越し

式)

⑤試作試験の評価に伴い多色蚊緋の技術を確立

織り組織の多様化山織物の|大島紬の特徴的な緋製造技術を活かしつつ 織り組織を加味し

開発研究 て，従来の平織に立体感等の外観的な変化を持たせた新しい織

物を開発する。

(HI7-HI9) I織り組織の多様化を図り，製造技術を確立して商品開発に繋げ
業界への提案実用化を図る。産地織物の多様化と用途拡大を目

指す。

|大島紬の餅表現(平織)を基に2モト越式の緋に対応する織り

組織と紋緋(緋と織り組織の組合せ)について，平成17年度と

平成18年度に展開した34種類(サベ紋織10種類，ベタ紋織24種 J
|類)のパターン集に， 18種類(サベ紋織4種類，ベタ紋織14種

類)のパターンを新たに追加した。

2モト越式の緋を例にした専用の織り組織と紋緋のパターン集

|として52種類のパターンを展開して織り組織を多様化し，緋表

現を広げた。

各織物の製法と試織見本を織物サンプル帳や色見本帳(糸，織

布)にまとめデータベース化を図った。

緋締機の改良に関する研究 高齢化の進む緋締め従事者の労力低下を補うため，より低コス

(HI8-HI9) トで作業性の良い経糸張力調整方法を確立する。

経糸張力調整装置の構造としては，固定ローラ2本の聞に加圧

ローラを配置し，加圧ローラを上下させることにより経糸の張

カを調整することとした。

経糸張力調整装置の取り付け位置は，形状の異なる締機でも取
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室名 事業名(年度)

セリシン蛋白の粉末化と応用研

究

しj染 (HI8~H20) 

(継続)

色

化

学

Q 
複合織物の染色加工技術に関す

る研究

(H 18~H19) 

研

究

室

り付け可能な，千切りと問丁の聞に設置した。

加圧ローラを動作させる動力源としては，全ての締機に使用さ

れている圧縮空気を利用した。

経糸張力調整装置を使用することにより，緋締め作業における

労力を大いに軽減することができた。

概 要

絹糸精練廃液中のセリシンの分離抽出及び粉末化とその優れた

生理活性作用を活用できる応用化研究を行い，大島紬の需要拡

大と産地活性化につなげる。

1)高純度セリシン抽出と濃縮法の確立

2)セリシン粉末化の確立

3)セリシンの大島紬製品への応用化

4)セリシン利用よる用途開発

①有機酸脱塩処理において，最大の課題であったゲル化しない

セリシン溶液の脱塩処理条件を見出した。これにより，セリシ

ン溶液の濃縮化と粉末化が容易となった。

②植物染料染めの色バリエーションの拡充は槌色性が少ない染

料種を選定した。その上で染料の複合染めを含む約40色の堅ろ

う度の高い色が得られた。

機能性，耐久性を必要とする複合織物・洋装品の染色性の改

善，堅ろう度増進加工技術の開発を行う。

1)新素材繊維の精練技術の開発

2)複合織物の染色性の改善の技術開発

3)複合織物の堅ろう度増進加工技術の確立

糸芭蕉繊維の混紡糸は，綿番手10，20番で比較的太い繊維がで

きた。糸芭蕉繊維と綿の混紡率を30: 70として糸芭蕉繊維の比

率を高めて，細目の30番手の大島紬に使用可能な糸芭蕉混紡糸

を作成した。

糸芭蕉と綿糸の混紡して細番手の混紡糸を作成して，その混紡

糸やシルケージ加工絹糸に合う染料を選定し，染色技術を確立

した。

糸芭蕉混紡糸や改質絹糸の染色糸に染色増進加工を行い，色落

ち，槌めやすい等染色堅ろう度の弱点を解消した。
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2. 2 研究成果
2. 2. 1 平成19年度研究成果発表会

開催|奄美 H19.5. 25 (金)

日時|鹿児島 H19.5. 31 (木)

奄美会場 :大島紬技術指導センター

鹿児島会場:かごしま県民交流センター

ロ

頭

「多色蚊緋大島紬のデザイン開発研究J

一配色染料の選定一

デザイン研究室 徳永嘉美

「織り組織の多様化による織物の開発研究」

機織研究室 恵川美智子

「緋締機の改良に関する研究」

一経糸張力調整方法の改善一

機織研究室 福山秀久

発 I r複合織物の染色加工技術に関する研究」
ーエポキシド改質絹糸を用いた大島紬洋装品の実用化ー

染色化学研究室 操利一

表 I r泥田処理における鉄塩の高定着法J(技術指導事例)
「藍下泥染めにおける耐摩擦性染色方法J(技術指導事例)

染色化学研究室 東みなみ

「大島紬原料糸最近の傾向J(調査報告事例)

機織研究室 平田清和

「ポスターセッション(奄美・鹿児島会場)J (技術指導・移転事例)

一糸芭蕉混紡糸及び複合糸による織物の用途開発ー

デザイン研究室 今村順光

-lO -
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2. 2. 2 研究発表

題 日 氏名 発 表 先 日時 場 所

持別講演 多摩美術大学

バナナ繊維の素材開発方法 今村 l憤光 PBL科目(バナナテキスタイ H19. 5. 8 多摩美術大学
ル入門ー素材開発)履修学生

2. 2. 3 展示品

展示会名称|期間|会場 担当室展示内容

大島紬技術指導センター IHI9. 5. 25 I当センタ-
¥__)平成19年度研究成果発表会 I I (奄美)

HI9.5.31 Iかごしま県
民交流セン
ター
(鹿児島)

(___.' 

-スレン染料染色糸(改質絹糸) I染色化学研究室
.スレン染料染色糸

(糸芭蕉混紡糸)

12色染料選定色見本パネル |デザイン研究室
(Alサイ7，')

・12色染料選定緋色見本パネル
(Alサイ7，')

・多色蚊緋試作品展示パネル4枚
(Alサイn

.大島古典文様展示パネル
(Alサイn

-織り組織 |機織研究室
パターン集パネル (A3ifィn
織布ファイル (A3サィ7，')17冊
織布91点
染色標本ファイル (A3サイズ)9冊
糸見本63色・織布225点
ネクタイ 15本

-ポスターセッションによる技術|デザイン研究室
指導・移転事例の紹介

メンズ4点・アスコットタイ5点
糸芭蕉混紡糸の着尺・帯地

各2点
ショールマフラ-9点
ネクタイ5点・広幅洋装生地2点
芭蕉混紡糸10点

ーー



2. 2. 4 関連報道

報道内容 報道機関名 (日付)

中堅技術者目指して

伝習生入所式 07年度は5人が入所 4/11・・・・大島新聞

貧欲に研さんを 県外3人含む5人入所
県紬技指センターの伝習生 4/11・・・・南梅日日新聞

大島紬伝承へ14人意欲
奄美の2施設に入所入校 4/15・・・・南日本新聞

新商品開発などに成果

紬技術指導センターが発表会 5/26・・・・南海日日新聞

重曹処理で色落ち軽減研究成果発表会
、J

泥染めの課題を解消紬技術指導センター 5/27・・・・大島新聞

大島紬 泥染め色落ち2割減
奄美の技術指導センター 研究成果を発表 5/30・・・・南日本新聞

研究成果の活用を

推進会議で委員が指摘県大島紬指導センター 7/13・・・・大島新聞

研究成果活用を

セリシン，締め加工など委員から提言

紬技術指導センター研究開発推進会議 7/13・・・・南海日日新聞

「伝統産業守ります」
大島紬伝習生5人卒業 紬技術指導センター 3/18・・・・奄美新聞(旧:大島新聞)

新感覚，若い力に期待 伝習生5人が修了
県紬技術指導センター 3/18・・・・南梅日日新聞 J 

伝承の春 大島紬のよさ学び5人修了
名瀬・県技術センター 3/26・・・・南日本新聞
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3 技術支援業務

3. 1 依頼試験及び受託業務
3. 1. 1 依頼試験

依 頼 品 項 目 件数 試験種目

染色糸 染色堅ろう度試験 1 摩擦

染色糸 その他 3 電顕写真等

3. 1. 2 機器の使用状況

項 目 件数 時間/数量

し) 大島紬着姿シミュレーション 1 2 49時間

3. 2 指導業務
3. 2. 1 指導事業の実胞状況

L' 

技術指導 指導件数 備 考

機織研究室 179 鹿児島(15)奄美 (36)龍郷(7 )喜界(1)
知名 (4)館内(116)

デザイン研究室 1 80 鹿児島 (47)奄美 (39)龍郷(2 )館内 (92)

染色化学研究室 1 1 5 鹿児島(1 )奄美 (4)龍郷(1 )館内(108)

移動大島紬技術指導センター 3 9 鹿児島にて年2回実施

メ口当、 計 5 1 3 上記は3研究室主プロジェクトの巡回技術指導を含む。

技術相談 723 機織(181)デザイン(111)染色化学 (431)

3. 2. 2 移動大島紬技術指導センター

開催日 | 開催場所 |指導件数| 指導内容等(担当職員)

第1回 |本場大島紬織物 I 1 6 I・カプセル染料の調達方法について
協同組合 I I・月桃繊維の抽出法と用途開発について

HI9.5.30 I (鹿児島) I I・紋緋について
~5. 31 I I I・絹糸のシルケージ加工について

・染色後の反物からの悪臭等の苦情について

.織り組織について

q4υ 
ー
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-産地における天然染料ニーズについて

(今村順光，操利一，恵川美智子，※向吉郁郎)

1 9 I・大島紬の原料糸の動向について
-夏大島紬での駒糸使用について

'Windows版CADについて

.大島紬による洋装化について

-大島紬の古典模様について

-染料等のインターネット販売について

.草木染め織物の染色堅ろう度について

.赤系の藍染めについて

・藍染め糸の毛羽抑制について

(平田清和，操利一，徳永嘉美，※向吉都郎)

※鹿児島県工業技術センター ) 

3. 2. 3 開放試験室等の利用状況

開放試験室名 件数 内
信且博

士?

ハイテク開放試験室 1 9 3 I画像処理装置 (90) カードレス締め機(7 ) 
自動摺り込み染色装置 (93)

シャリンパイ染色装置(3 ) 

繊維染色開放試験室 7 I試験項目数(155)
主に，染色堅ろう度試験(摩擦，耐光)

3. 2. 4 技術指導・相談等の主な内容
<機織研究室> J 

依頼内容 処理結果

普通締め緋態とジャカード締め緋鐙を|経緋ー完全模様・ 25品の製品について， 25品のうち 1品だけが
併用した耕作成について |一方向向きとなっている。この一方向向きの品だけジャカード

締め機を利用出来ないかとの相談があった。

デザインを作成しジャカードを動作させるCGSデータへ変換し
て，一方向の品だけ緋締め・泥染め染色試験を行い，相談者と

検討を行った。

染め上がりの緋は良好であったが，普通締めの餅建とジャカー

ド緋鑓では，緋鐙の形状が違うため泥染め染色において同じ色

合いに染まらないことが考えられ，製品に筋引きがでるものと

思われる。

今回は，餅締めの際にガス綿糸を2つ持ち，一回ごとにガス綿

糸を取り替える「帯締め」による緋締めを勧めた。
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花織の製織法について 花織を製織するには花織用の機掛けを行うロ平織用の地綜統と

紋柄用の紋綜統が必要で，紋柄のデザインにより紋綜統の枚数

が決まる。紋綜統4枚の紋柄について紋柄のデザインと花織用

の機掛けと製織法の指導を行った。

織り上がり反物の糸切れについて 大島紬反物洗い張りを行ったら，随所で糸が切れてしまったと

の相談があり，製品を調べた所，緯糸が脆化して脱落している

ことがわかった。長年購入したまま保管していたようであった

が，糊の種類や残留した媒染剤等によっては絹糸の脆化品質を

損なうこともあるので，適正な洗浄や湯通しの必要性などの指

導を行った。

<デザイン研究室>

依頼内容
¥._) 

バナナ繊維の素材開発方法の特別講座

及びバナナ繊維抽出の実技実習

講座依頼多摩美術大学

対象学生 PBL科目(バナナテキス

タイル入門ー素材研究)

履修学生(他全学科・学生)

実施日程:平成19年5月8日

Q 

処理結果

多摩美術大学では，文部科学省の「現代的教育ニーズ取組支援

プログラム」の中から「持続可能な社会につながる環境教育の

推進」というテーマに「バナナ・テキスタイル・プロジェク

ト」が選定された。その一貫として，当方の取り組んできた研

究テーマ「糸芭蕉混紡糸の試作開発及び織物の用途開発」につ

いて，講演及び実技実習の依頼を受けたので，下記の内容で特

別講座を実施した。

糸芭蕉繊維の研究内容及び用途開発等について講演を行った。

1)試験方法の実施計画

2)糸芭蕉混紡糸の研究開発
3)糸芭蕉の柔軟処理

別の比較

4)糸芭蕉の開繊処理

5)試作混紡糸へのビスコース処理加工

6)用途開発の共同提案

7)まとめ(サンプル等を提示して事例説明)

バナナ(実芭蕉)から繊維抽出の実技実習を行った。

1)一次精練(アルカリ処理)及び水洗処理後の解し方

2)その他(質疑応答)

着姿シミュレーションの画像処理加工 着姿シミュレーションのモデルは，コンビユ}夕上で作り上げ

た架空の人物であり肖像権に触れないようにしてある。当セン

ターで着姿加工を行っているが，いつも同じモデルであるため

実際の人物で着姿シミュレーションできないかの相談が紬組合

からあった。

そ乙で着姿希望の人物をデジタルカメラで撮影し，画像処理

ソフト「フォトショップ」を活用して，モデルと同じ肌色に編

集し顔の輪郭線を切り取りペーストする手法で画像処理を行い

モデルを変更する方法について指導を行った。
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<染色化学研究室>

依頼内容 | 処理結果

縞格子製品及び白生地の泥染め |反物等生地での泥染めは染め回数が多く，カセ状の糸と同じ染

色法では斑染めとなりやすい。シャリンパイ液や石灰処理及び

泥田での採み込み方法を均一に浸せきさせる方法と均一に絞る

方法等を指導した結果，縞格子製品や白生地の泥染めにおい

て.l';ifのなく染めることができた。

奄美産材木工家具への泥染め風草木染|琉球松による家具製品の泥染めは，現行染色法では家具の歪み

め |等を招く。この為，シャリンパイや椎木等から抽出した染料溶

液を色素成分と媒染剤が錯体化しない溶液条件下において，媒

染剤を溶かして刷毛塗りする方法を指導した。但し，これらの ¥ 

色は泥染めの色と程遠い色であったため，植物染料をブレンド ーノ

した染液に木酢酸鉄を上述する溶液条件で混合溶液化し，黒か

ソテツの実(皮脂)の染色

ら淡いグレーまで調整できる刷毛塗り染色法を指導した。

瀬戸内町森林組合では.7メリカ合衆国や中国等(砂漠，乾燥
地域)の植栽として「ソテツの実」の輸出を行っている。 rソ
テツの実」は皮脂(赤，黄色)の付いた状態での輸出は不可能

のため，皮脂を取り除いている。その皮脂が年間 5~6 t程度

でるため，大島紬(染色)等に利用できないかと相談があった。

1)色素の抽出をアルカリ性，中性，酸性の3種類の方法で行い

その中で色素が多く抽出されたアルカリ性溶液による抽出を行

った。

2)皮脂(100g) を1Lの水に入れ，炭酸ナトリウム (5g/L)を
添加して約10分間抽出した後，ポリエステル製の布で櫨過して
赤茶色の染液を得た。その染液で水洗した絹糸 (24g)を約90
'C. 10分間染色を行い水洗した。
3)染色した絹糸を媒染剤(酢酸銅，酢酸アルミニウム，硫酸第
一鉄)の濃度をそれぞれ5% (0. w. S)に絹糸を半日浸漬放置
して，水洗，乾燥した。

4)染め上がった絹糸の色彩は同じであったが，酢酸銅で青磁色
(セイジイロ).酢酸アルミニウムで赤香色(アカコウイロ)

となり，また，硫酸第一鉄では，木蘭色(モクランイロ)等で

媒染によって異なった色彩になった。

5)草木染めの中で弱いとされるカーボンアーク灯光による耐光
試験を行った結果，次のように評価した。

青磁色 (4級).赤香色 (2~3 級) .木蘭色 (2~3 級)

6) 一般的に草木染めにおける耐光試験は 2~3 級が多く. 4級

になると良い方であること等について報告した。
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3. 3 研究会，講習会等の開催
3. 3. 1 研究会
( 1 ) '95奄美異業種交流プラザ「ユイクラブ」
会長:原正仁 担当室デザイン研究室 担当職員:徳永嘉美

H 

開催日 実施場所 内 が廿τ， 参加者数

19. 5.29 当センター -平成18年度事業報告 1 2 
-平成18年度収支決算報告
-平成18年度監査報告
-役員改選，承認

-退会者，承認
-特別議題が承認された場合の規約改正，承認

-平成19年度事業計画(案)
-平成19年度収支予算(案)
-その他

l) 

( 2 )色明彩研究会
会長:窪島弘二

開催日 | 実施場所
担当室:染色化学研究室

i 内
自主活動

担当職員:山下宜良，東

n与

廿

専

数
樹

暗
品
川

M

平

参
み主JJ
 
み

( 3 )緋締め加工研究会
会長重田忍 担当室:機織研究室 担当職員福山秀久

H 

開催日 実施場所 内 n廿』 参加者数

!l9. 5. 31 鹿児島 ジャカード締機により作成した緋糸による製織製品検討 5 

19.7.23 当センター 絵羽調大島紬仕立て上がりレイアウトについて打合せ 3 

19.7.26 当センター 絵羽調大島紬仕立て上がりレイアウトについて打合せ 2 

!l9. 7. 31 当センター 絵羽調大島紬仕立て上がりレイアウトについて打合せ 3 

19. 8. 8 当センター 絵羽調大島紬地紋展開方法について検討 3 

20. 1. 30 当センター 絵羽調大島紬ポイント柄配置位置について打合せ 3 

20.1.31 当センター 絵羽調大島紬ポイント柄配置位置について打合せ 3 

120. 2. 13 鹿児島 絵羽調大島紬ポイント柄配置位置について打合せ 3 

120. 2. 26 当センター 絵羽調大島紬緯総緋作成方法について打合せ 3 

H 

fヘ H
に/-
H 

H 

H
n
-
H
u
-
n
n
 

H 
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( 4 )泥染め研究会
会長:野崎貞昭 担当室:染色化学研究室担当職員:山下宜良，東 みなみ

門口催関 実施場所

動活主自

内
~ 

tl" 

竺
( 5 )クリエイティブ奄美・鹿児島研究会
奄美会長:井上みのり 鹿児島会長:碇元克彦担当室デザイン研究室担当職員今村順光

開催日 実施場所 内 廿"句 参加者数

日19.5. 15 当センター クリエイティブグループの商品開発について 2 

H19. 6.26 当センター クリエイティブグループの商品開発について 2 

H19. 9. 11 当センター クリエイティブグループの商品開発について 2 

H19. 10. 3 当センター クリエイティブグループの商品開発について 3 

( 6 )大島紬CAD研究会
会長.園忠造 担当室デザイン研究室 担当職員:徳永嘉美

開催日 実施場所 内 ~性~ 参加者j

日19.4. 16 本場奄美大島紬 Windows版CADシステム説明会 1 1 
協同組合(奄美)

H19. 4.24 当センター Windows版CADについて 6 

タフコン操作技術の情報交換

数

3. 3. 2 講習会 J 

H 

開催日 実施場所 内 !ìÕτ~ 参加者数

19. 5. 8 多摩美術大学(東京) バナナ繊維の素材開発方法 80 
(バナナ繊維抽出の実技実習)

H19. 9. 7 本場奄美大島紬協同組合(奄美) 伝統工芸土認定事前講習会 5 

日19.9.20 本場大島紬織物協同組合(鹿児島) 伝統工芸士認定事前講習会 3 

日19.11.6 本場大島紬織物協同組合(鹿児島) 助成事業(種類・内容)の取組について 1 0 

HI9.11.27 本場奄美大島紬協同組合(奄美) 伝統工芸土更新講習会 4 

日20.2.21 本場大島紬織物協同組合(鹿児島) 紬業界と今後の商品企画・開発について 5 

H 
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3. 4 技術情報提供業務
3. 4. 1 刊行物

刊 行 物 名

平成18年度鹿児島県大島紬技術指
導センター業務報告書

紬技術情報 No. 83 ~ 84 

3. 4. 2 技術情報検索
(1) JOIS 

内 全dτ~ 発 刊

平成18年度試験研究技術指導等の業務実績 年 1回<A4版>
平成18年度研究成果報告

当センターの研究成果や技術指導・相談事 年2回<A4版>
例及び行事予定などの紹介

J 0 1 Sは，日本科学技術情報センター(JICST)が作成する科学技術全分野の総合文献データ
ベースである。 J0 1 Sを利用してセンター内外に科学技術の情報を提供している。

3. 5 人材育成
3. 5. 1 講師の派遣

派遣職員名 期 日 講習会の名称 依頼団体 地区名 参加人数

今村順光 H19. 5. 8 バナナ繊維の素材開発方 多摩美術大学 東京 8 0 
法

今村順光 HI9.11. 6 助成事業(種類・内容) 本場大島紬織物協同組合 鹿児島 1 0 
の取り組み

平田清和 H19. 11. 27 平成19年度伝統工芸士研 本場奄美大島紬協同組合 奄美 4 
修会

今村順光 H20. 2.21 紬業界と今後の商品企画 本場大島紬織物協同組合 鹿児島 5 
-開発

3. 5. 2 審査員の派遣

職員名 期 日 審査会等の名称 内 容 地区名 依頼先

上原守峰 H19. 8. 23 r2007本場奄美大島紬 本場奄美大島紬製 奄美 本場奄美大島紬協
グランプリ」審査会 品の審査 同組合

上原守峰 H19. 11. 6 第11団地球印競技会 出品大島紬の図案 奄美 地球印競技会実行
平田清和 染色，緋締，加工 委員会(本場奄美
操利一 製織の工程)3IJ審査 大島納協同組合)
徳永嘉美

平田清和 H20. 2. 14 第9回龍郷町民フェア 出品大島紬の審査 龍郷 龍郷町商工会
今村順光 (大島紬部門)
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3. 5. 3 研修生の受入
( 1 )伝習生の養成状況

大島紬の専門的知識と技術を習得させ，中堅技術者となるべき後継者を養成する。

氏 名 期 間 養成科 目

国津 尚子 H19. 4. 1O~H20. 3. 17 デザイン科

黒丸玲奈 " " 
日野津 恵 " 染色化学科

川畑裕徳 " " 
石原みどり " " 

科別 指 導 事 項

担 当 室

デザイン研究室

" 
染色化学研究室

" 
" 

デザイン科|総合理論講義，基礎図案による模写，図案の構図と輪郭の取り方，図案の考案調製，

図案の締め加工の関係，図案と原図の関係， CADシステム及び着姿シミュレーション } 
(紬ソフト)のオペレーション実習，その他画像処理技術 『

締加工科|総合理論議義，設計，糸繰り，整経，糊張り，普通締加工，交替締加工，仕上加工，

織付け，回し締，ふかし締，袋締加工，民間実習

染色化学科|総合理論議義，合成染料による染色(地糸，緋，摺込，堅ろう度)，シャリンパイ染
色(地糸，緋)，植物染料染色，植物藍染色，抜染(色緋，泥藍緋)，民間実習

( 2 )その他技術指導生

人数 期 間 研 修 内 ，全g， 担当室

l 名 H19. 4. 2~HI9. 6. 29 糸芭蕉精練 染色化学研究室

l 名 H19. 4. 1l ~HI9. 9.28 緋締め加工 機織研究室

l 名 H19. 5. 1 ~HI9. 6. 29 染色加工 染色化学研究室

l 名 H19. 5. I~HI9. 9.14 大島紬の製織 機織研究室

(3)平成19年度鹿児島イン告ーンシップの受入

人数 所 属 期 間 内
F廿会，

2名 鹿 児 島 大 学 il由撃事手間2路孝2H19. 8. 20~HI9. 8.24 
1名 鹿児島女子短期大学

1名 鹿児島県立短期大学

20 
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(4)平成19年度就業体験学習(イン告ーンシップ)の受入

人数 所 属 期 間

3名 大島工業高等学校 H20. 2. 6~H20. 2. 8 

(5)平成19年度郷土探訪(高校生)の受入

人数 所 属 期 間

67名 大島工業高等学校 H19. 12. 18 
( 3年生)

(6)平成19年度パワーアップ研修(地域貢献体験研修)の受入

人数 所 属 期 問

2名 大島高等学校教職員 H19. 8. 1 ~HI9. 8. 3 
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内 釘廿』

大島紬製造技術全般の工程に関

する実習

内 !@: ゴー

大島紬製造技術全般の研修及び

先人達のたくましい生き方を学
五ミ

内 位t且τ~

教職員の地域貢献体験研修に伴
う製織・デザイン・染色に関す

る実習



4 その他
4. 1 鹿児島県大島紬技術指導センター研究開発推進会議

本場大島紬の一層の振興を目指して，産業界及び学界との密接な連携のもとに，技術革新の急速な進

展に対応し，中小企業の技術向上に役立つ研究開発の推進を図るため，鹿児島県大島紬技術指導セシタ

ー研究開発推進会議を設けている。

氏 名 所 属 f呈 月議 備 考

瀬戸房子 鹿児島大学教育学部 教 授

瀧田久美子 -瀧回織物(株) 取締役 奄美コレクション研究会

積 良一 穣染色工芸 代 表 緋締め加工研究会

限元範久 隈元デザイン事務所 代 表 大島紬GAD研究会

南 修郎 (株)みなみ紬 代表取締役

赤崎拓郎 本場奄美大島紬協同組合 理事長

中川進 本場大島紬織物協同組合 理事長

日高達明 奄美市産業振興部紬観光課 課 長

横山隆一 鹿児島県大.島支庁総務企画課 課 長

平田陽一 鹿児島県商工労働部産業立地課 産業支援対策監

前野一朗 鹿児島県工業技術センター 副所長

、J

開催日時 :H19. 7. 12(木)
開催場所:大島紬技術指導センター

全体会 :(1)大島紬技術指導センタ一事業概要

(2)平成18年度の研究事業経過及び平成19年度研究事業概要
(3)本場大島紬業界の現状
(4) 大島紬技術指導センター及び業界への提言など

(5) その他

J 

4. 2 招へい研究

研究者氏名 招へい研究者の所属 研究テーマ 期 間 担当室

田中 智之 デザインルームヒロセ 「これからの売れ筋商品を 1.22 ~ 1. 24 デザイン研究室
探る」 (春夏秋冬編)
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4. 3 職員派遣研修

職員名 派遣研修先 研修テーマ 期間 担当室

操利一 (独)中小企業基盤整備 中小企業支援担当者等研修 12. 10~ 12..14 染色化学研究室
機構 上級研修
中小企業大学校東京校 「研究開発マネジメント」
(東京都東大和市)

4. 4 その他各種研修

研修テーマ 期間 場所 職員名

新任課長級研修 5. 15~ 5. 16 鹿児島 上原守峰

新任係長研修 7. 3~ 7. 4 奄美 操利一

Lノメンタルヘルス研修会 7. 8~ 7. 10 鹿児島 市田佐千夫

地域別所属長等研修 10. 10 奄美 上原守峰
市田佐千夫

環境保全率先実行計画推進員等研修会 11. 14 奄美 市田佐千夫

平成19年度大島支庁安全運転講習会 11. 30 奄美 市田佐千夫

4. 5 委員の委嘱

委員名(委嘱内容) 依頼機関 職員名

鹿児島県科学技術振興推進会議企画部会委員 鹿児島県産業立地課 平田清和

全国繊維工業技術協会理事 全国繊維工業協会 上原守峰。(財)奄美群島地域産業振興基金協会評議会評議委員 (財)奄美群島地域産業振興基金協会 上原守峰
2007 r本場奄美大島紬グランプリ」審査委員 本場奄美大島紬協同組合 上原守峰

本場大島紬伝統工芸土産地委員会委員 (財)伝統工芸品産業振興協会 上原守峰
(伝統工芸士認定試験問題作成及び実技試験) 本場大島紬伝統工芸土産地委員会 平田清和

操利一
恵川美智子

第11団地球印競技会審査員 地球印競技会実行委員会 上原守峰
平田清和
操利一
徳永嘉美

第9回龍郷町民フェア(大島紬部門)審査員 龍郷町商工会 平田清和
今村 l順光
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4. 6 各種会議・研究会・講習会等への参加

<総務課>

dヨsミh 議 等 の 名 帯主

平成19年度本場奄美大島紬技術専門学院入校式

十日会4月期定例会

平成19年度産業技術連携推進会議ナノテクノロジー・材料部
会繊維分科会
第19回幹事会及び全国繊維工業技術協会役員会

平成19年5月県議会臨時会

(財)奄美群島地域産業振興基金協会平成19年度第 1回評議会
委員会

本場奄美大島紬協同組合通常総会

平成19年度大島紬技術指導センター研究成果発表会

十日会6月期定例会

2007 r本場奄美大島紬グランプリJ審査会

第11回地球印競技会審査会

全国伝統的工芸品フェスタ fNかごしま

平成19年度産業技術連携推進会議ナノテクノロジー・材料部
会繊維分科会第3団幹事会
全国繊維工業技術協会役員会

平成20年度第 1回鹿児島県議会定例会(常任委員会)

(財)奄美群島地域産業振興基金協会平成19年度第 2回評議会
委員会

平成19年度本場奄美大島紬技術専門学院修了式

<機織研究室>

4< t義 等 の 名 称

平成19年度第 1回移動大島紬技術指導センター
平成19年度大島紬技術指導センター研究成果発表会

平成19年度大島紬技術指導センター研究成果発表会

伝統工芸士認定事前講習会

伝統工芸士認定事業実技審査
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期 日 会場 出席者

4. 11 奄美 上原守峰

4. 17 奄美 上原守峰

4. 19~ 4.21 東京 上原守峰

5. 11 鹿児島 上原守峰

5. 22 奄美 上原守峰

、J
5. 30 奄美 上原守熔

5. 31 ~ 6. 1 鹿児島 上原守峰

6. 13 奄美 上原守峰

8. 23 奄美 上原守峰

11. 6 奄美 上原守峰

11. 8~ 11. 9 鹿児島 上原守峰

2. 21 ~ 2. 23 東京 上原守峰

3. 10~ 3. 13 鹿児島 上原守峰

3. 26 奄美 上原守峰 J 

3. 27 奄美 上原守峰

期 日 会場 出席者

5. 30~ 6. 1 鹿児島 恵川美智子

5. 31 ~ 6. 1 鹿児島 平田清和
福山秀久

9. 7 奄美 平田清和
恵}II美智子

9. 12 喜界 平田清和



伝統工芸士認定事業事前講習会・実技審査 9.20~ 9.21 鹿児島 平田清和

伝統工芸士認定事業実技審査 9. 26 奄美 平田清和

伝統工芸士認定事業実技審査 9. 27~ 9.28 沖永良部 平田清和
恵川美智子

伝統工芸士認定工程審査 10. 1 奄美 平田清和
恵川I美智子

平成19年度第2回移動大島紬技術指導センター 10. 3~ 10. 5 鹿児島 平田清和

平成19年度産業技術連携推進会議ナノテクノロジー材料部会 10. 26~ 10.28 福岡 平田清和
繊維分科会第2回幹事会
全国繊維工業技術協会役員会
平成19年度全国繊維技術交流プラザ実行委員会

第11回地球印競技会審査会 11. 6 奄美 平田清和

全国伝統的工芸品フェスタ INかごしま 11. 8~ 11. 9 鹿児島 平田清和
恵川美智子

伝統工芸士会研修会 11. 27 奄美 平田清和

第9回龍郷町民フェア(大島紬部門)審査 2. 14 龍郷 平田清和

地域産業活力創造支援事業研究会 2. 28 奄美 平田清和

産業クロスリンク 1N奄美 3. 14 奄美 平田清和

<デザイン研究室>

「
)

AコeEhま 議 等 の 名 称 期 日 会場 出席者

バナナ繊維の素材開発方法(特別講座) 5. 8~ 5. 9 東京 今村順光

平成19年度第1回移動大島紬技術指導センター 5. 30~ 6. 1 鹿児島 今村順光
平成19年度大島紬技術指導センター研究成果発表会

平成19年度大島紬技術指導センター研究成果発表会 5. 31 ~ 6. 1 鹿児島 徳永嘉美

「織の海道」出版記念シンポジウム 7. 8~ 7. 10 沖縄 徳永嘉美

平成19年度第2回移動大島紬技術指導センター 10. 3~ 10. 5 鹿児島 徳永嘉美

第11困地球印競技会審査会 11. 6 奄美 徳永嘉美

全国伝統的工芸品フェスタ 1Nかごしま 11. 8~ 11. 9 鹿児島 今村順光

第9回詣郷町民フェア(大島紬部門)審査 2. 14 龍郷 今村順光
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<染色化学研究室>

~ E義 等 の 名 称 期 日 会場 出席者

平成19年度第1回移動大島紬技術指導センター 5. 30~ 6. 1 鹿児島 操利一
平成19年度大島紬技術指導センター研究成果発表会

平成19年度大島紬技術指導センター研究成果発表会 5. 31 ~ 6. 1 鹿児島 東みなみ

平成19年度第2回移動大島紬技術指導センター 10. 3~ 10. 5 鹿児島 操利一

平成19年度奄美新生コンソーシアム事業第2回検討委員会 10. 22~ 10. 23 鹿児島 山下宜良

全国伝統的工芸品フェスタ INかごしま 11. 8~ 11. 9 鹿児島 平俊博

第11団地球印競技会審査会 11. 6 奄美 操利一

地域産業活力創造支援事業研究会 2. 28 奄美 山下宜良

早川勝光最終講義 3. 7 鹿児島 操利ー J 
産業クロスリンク IN奄美 3. 14 奄美 山下宜良

4. 7 視察・見学者

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 l 2 3 合計

見 県内 8 4 21 13 14 21 33 30 94 17 30 20 305 

学 県外 35 12 。2 。。2 6 。2 18 78 

者 海外 。。。。。 。。。。。。 。
数 合計 43 16 21 15 15 21 33 32 100 17 32 38 383 

J 
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E 研究報告



織り組織の多様化による織物の開発研究(第3報)

恵川美智子，平田清和

大島紬産地の織物の多様化を図るため，大島紬の織り組織に検討を加え，新たな緋表現として，平織から

紋織へ展開しているロ 1J • :!) • 3) • <¥) 大島紬の2モト越式の緋使いに対応する織り組織と紋緋(緋と織り組織

の組合せ)の検討を行った結果，平成 17~18年度に展開した34種類のパターン集に，新たに 18種類のパター

ンを追加した。 2モト越式の緋を例にした専用の織り組織と紋緋のパターン集として52種類のパターンを展

開して織り組織を多様化し，緋表現を広げた。商品開発の基盤として，各織物の製法と試織見本を織物見本

帳(無地紋織編，緋紋織編)や色見本帳(糸・織布組織一覧編，糸・織布染料濃度一覧編)にまとめデータ

ベース化を図った。

LJ 1・ はじめに

大島紬の特長である緋製造技術に織り組織を加味し

て，従来の平織に立体感などの外観的な変化を持たせ

た新しい織物について研究開発を行った。

大島紬は鰍密な点緋で図柄の複雑な模様を表現して

いる緋織物で，緋の模様は大島紬独自の緋使い(緋糸

と地糸の配列による緋の配置)をベースに描かれてい

る。これまで大島紬の緋表現を基に，大島紬の緋糸と

地糸の配列で，経緋糸と緯緋糸が交錯する位置の織り

組織を平織組織から変化させ，浮き出す形の紋組織に

して，大島紬独自の緋使いを織り組織で表現している。

本研究では，織り組織の多様化を図るため，大島紬の

2モト越式の緋に対応する織り組織と紋緋(緋と織り

組織の組合せ)について，試験を行った。平成17~18

C曜は紋部の経糸が偶数本数(休 4本，附につい
て検討を行い， 34種類の織り組織と紋緋のパターン集

とその試験布(無地紋織，紛紋織)を得た。

今回は，紋部の経糸が奇数本数 (3本， 5本)につい

て，織り組織と紋緋の検討を行った。

2. 研究内容

2. 1 織り組織展開試験

織り組織は，大島紬の緋糸と地糸の配列で，経緋糸

と緯緋糸が交差する位置の織り組織を平織から変化さ

せ，浮き出す形の紋組織にして基本型組織とした。

織り組織展開試験は，基本型組織を基に紋部の組織

をタテ方向，ヨコ方向，タテヨコの組合せ方向につい

て変化を与えて変化型組織の展開を行った。更にそれ

を基に，緋構成のサペの緋とベタの緋で，サベ紋織と

ペタ紋織について変化型組織の展開を行った。(図1)

紋組織

緋使いを織り組織で表現
紋組織(基本型組織)

基本紋の紋部をタテ方向に
L延長し連続して偶数で浮かす
2.延長し連続して奇数で浮かす
3縮めて浮かす
4.延長し飛び飛びに浮かす
紋組織(変化型組織)

ヨコ方向変化|基本紋の紋部をヨコ方向に
白 l延長し奇数で浮かす

紋組織(変化型組織)

タテヨコの組合せ方向変化
基本紋の紋部をヨコ方向変化と
タテ方向変化を組合せ浮かす
紋組J織(変化型組織)

緋構成

サベ紋織の変化型組織の展開

ベタ紋織の変化型組織の展開

図1 織り組織の展開

2. 2 餅と織り組織の組合わせ試験

緋と展開したそれぞれの織り組織を組合せて紋緋の

検討を行った。
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織紋

織

地

紋

無

緋

験試撒

格
g
規

3
叫
問

。，u

原料糸 大島紬用練り絹糸

経糸 31. 0 g/2， 500m 

緯糸 38. 0 g /2， 500m 

染色 経糸泥染め，

緯糸未染色

合成染料染め

簸密度筋幅 15. 5算 (640羽)/41. 3cm 

経糸総本数 1，280本

緋 緯緋 2モト越式ベタ緋

織り組織 紋組織(サベ紋織，ベタ紋織)

製織 高機による手織

2. 4 試作

ネクタイ用織布

織物規格 緋紋織

原料糸 大島紬用練り絹糸

経糸 31. 0 g /2， 500m 

緯糸 38. 0 g /2， 500m 

染色 経糸泥染め

緯糸合成染料染め

簸密度古賀幅 15. 5算 (640羽)/41.3cm

経糸総本数 1. 280本

緋 緯緋 2モト越式ベタ緋

織り組織 平織

ベタ紋織(パターン紋織，柄紋織)

製織 高機による手織

3. 結果

3. 1 織り組織展開試験及び餅と織り組織の組合わ

せ試験

(1)織り組織展開ブロック

織り組J織展開試験は，緋糸と地糸の配列のー順をブ

ロック化して，ブロック内で織り組織の検討を行った。

2モト越の緋において，経糸の配列と緯糸の織り込

みは緋糸2本・地糸4本が1順であり，それぞれ糸6

本が1組になっている。このことから織り組織展開の

ブロックは，経糸6本・緯糸6本とした。

織り組織の展開は，紋組織の基本型を基にして織り

組織展開ブロックの太線枠の部分でタテ方向，ヨコ方

向，タテヨコの組合せ方向に変化を与え，紋組織の変

化についてパターン展開を行つtた。

d圭

①基本型

グループ1

五

、

bド
②タテ方向変化型

4本r 1 ~n i l' 1、
〕会 lI T I I IIJ; 
④タテヨコの組合ぜ方向変化型l

グループ2

、J③ヨコ方向変化型l

6 
|本

⑤ヨコ方向変化型2 ⑤タテヨコの組合せ方向変化型2
グループ3

ア!II I I II J; • 
⑧タテヨコの組合せ方向変化型3 ι)  

ア1II I I IlJi 
⑩タテヨコの組合せ方向変化型4

グループ5

に主杢コ

⑦ヨコ方向変化型3

~↑ 1 I I I、

図2織り組織の展開

織り組織展開のパターンを経糸数でグループ化し，

経糸2本はグループ1，経糸4本はグループ2，経糸

6本はグループ3，経糸3本はグループ4，経糸5本

はグループ5とした。
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今回は，グループ4，5について検苦Tした。(図2)

①基本型は，ブロックの太線枠部分を平織から変化さ

せ紋組織の紋部とした。グループ4の⑦ヨコ方向変化

型3とグループ5の⑨のヨコ方向変化型4は，基本型

の紋部をヨコ方向に延長し奇数で浮ぜ(ヨコ方向変化目

紋3，4)とした。グループ4の③タテヨコの組合せ

方向変化型3とグ!T''-'プ5の⑩タテヨコの組合せ方向

変化型4は，基本型の紋部をヨコ方向に延長し，更に

タテ方向変化裂と組合わせて浮せ(タテヨコの組合せ方日

向変化紋3，辺)とした。

2モト越式の緋に対応する織り組織展開ブロックは，

ヨコ方向変化型は2パターン(ヨコ方向変化紋3，

4) ，タテヨコの組合せ方向変化型は12パターン(タ

(j'Tヨコ方向変化紋3ー1，2と4-]， 2は各l点， 3 -3，4と4

-3，4は各2点で， 3 -5， 6， 7と4-5， 6， 7はグループ1，2， 

3で展開した組織と共通する物であった)で，織り組

織展開ブロックのパターンは合計14パターンであった。

(図3)

。
図4サベのブロック配置

吋一，..ド占い4ベ←い

:刷出耕輔

緋使いの緋構成では，サベの緋構成を表す織り組織

展開のブロック配置は，経糸6本・緯糸6本の紋組織

ブロックを並べて配置す否。'咽4)

ベタの緋構成を表す織り組織展開のブロック配置は，

経糸6本・緯糸i6本の紋組織ブロックと平織ブロック

を交互に配置する。(図5)

(2)サベ紋織

サベの緋構成は，緋と緋の間隔は緋糸と地糸の配列

のl順(6本毎の間隔)で，緋を並べて配置するので，

サベの緋構成を表す織り組織展開のブロヅク配置は，

経糸6本・緯糸6本の縁組織ブロックを並べて配置す

る。サベ紋織基本型の紋と紋の問の糸数は4本である。

紋と紋の問が紋昔日の組織変化の糸数6本より少ないの

で，織り組織の展開に制約を受け，ヨコ方向変化型は

主パターン〈ヨコ方向変化紋3)，タテヨコの組合せ

方向変化型は3パターン(タテヨコ方向変化紋3-2はl

点， 3-3は2点で， 3 -5， 6， 7と4-5，6，7はグループ1，

2で展開した組織と共通する物であった)で.パター

ンの合計4パターンであった。

高月?と織り組織の組合せは，緯糸の織込み3パターン

(①緋糸2本・地糸4本，②緋糸4本・地糸2本，④緋

糸3本・地糸3本， )と紋組織4パターンの組合せを行

った。(図的

(3)ベタ紋織

ペタの緋構成は，餅と緋の間隔は緋糸と地糸の配列

の2順(12本毎の間隔)で，緋糸と地糸の配列の1順毎

に緋を交互にズラして配置するので，ベタの緋構成を

表す織り組織展開のブロック配置は，経糸6本・緯糸

6本の紋組織ブロックと平織プロックを交互に阻置す

る。ベタ紋織基本型の紋と紋の閑の糸数は10本である。

ペタ紋織の紋部の変化パターンの展開は，紋と紋の聞

が紋部の組織変化の糸数6本より多いので，織り組織

の構成上の制約を受けないのでヨコ方向，タテヨコの

組合せの各方向でベタ紋織は展開し，ヨコ方向変化型

は2パターン(ヨコ方向変化紋3，4) ，タテヨコの

組合せ方向変化型は12パターン(タテヨコ方向変化紋3

1，2と4-1，2は各l点， 3 -3，4と4-3，4は各2点で， 3 

-5， 6， 7と4-5， 6， 7はグループ1，2， 3で展開した組

織と共通する物であった)で，パターンの合計14パタ

ーンであった。

緋と織り組織の組合せば，緯糸の織込み5パターン

(①緋糸2本・地糸4本，②緋糸共本・ 1由糸2本，③緋

糸、6本，③緋糸3本・地糸3本，⑤緋糸5本・地糸l

本)と紋組織14'.パ~夕iーンの組合せを行った。(図7)
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グループ4 グループ5

ヨコ方向変化型

時 明
ヨコ方向密化紋3-2 "方向変化紋3-1 ヨコ方向密化紋4-2 "方向変化紋4-1

タテヨコの組合せ方向変化型

博 R1 J 
押ヨコ方向霊化紋3-1-2 肝口方向蛮化粧3-1-1 押ヨコ方向変化紋4-1-2 押ヨコ方向蛮化杭4-1-1 

ZE ー;4 
11 f • 

肝四方向変化耽3-2-2 押"方向変化紋3-2-1 押ヨコ方向変化紋4-2-2 円ヨコ方向密化紋4-2-}

措 曹 • 時肝ヨコ方向変化粧 3-3-2 肝ヨコ方向変化紋3-3-) 何回方向密化紋4-3-2 丹田方向変化粧4-3-1

--.-

司 リ 宮司F1寸 l寸芋一

行自方向変化粧3-1-2 肝ヨコ方向蛮{ヒ紋3-4-1 押印方向変化紋 4-4-2 丹ヨコ方向盟化紋4-1-1 J 

型行方向変化粧 5 時タテ吋向密化棋 1-5 時閉コ方向密化紋1-5 時貯ヨコ方向変化紋2-5

時附コ方向変化紋3-5-1 時昨日拘置帥3-5-1

措夕刊コ方向変化粧3-5-2 出印刷変化紋4-5-2 問問方向変化蚊4-5-2 時間方向聖化紋4-5-1

官肝方向変化紋6 噌押吋向変化粧1-6 哩附コ方向変化紋 1-6
唱叫圃・・ 何回方向変化粧2-6

噂刷コ方向変化紋3-6-1 埠印刷変化紋3-6-1

措 mコ刷査以J(3 -6-2 fIZ押印刷費化紋4-6-2 ;12 m 方向変化紋4一日 +討..・ 肝ヨヨ方向聖{ヒ紘4-6-1

苦肝刷変化紋7 i草肝吋向聖化粧1-1 :~肝吋向変化紋 1-1
... 
::: 押ヨコ方向蛮{己批2-1

i草。テ吋向変化位3-7-1 i草タテ吋向変化紋 3-7-1
:~夕刊叫向変化粧 3-7-2

... 
:: 貯ヨコ方向変化紘4-7-2 :: 円ヨコ方向聖11:紘4-7-2 :z: 肝ヨコ方向霊化賦4-1寸

緋糸 ーーー一一ー白 地糸 .:経糸の浮き 口緯糸の浮き

図3 織り組織展開ブロック (2モト越式の緋配列に対応する紋組織)
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緋締機の改良に関する研究
一経糸張力調整方法の改善一

福山秀久，操利一，平俊博，古市智久判

大島紬は緋織物であるが，その餅製造方法として経糸にガス綿糸(毛羽焼きを行った綿糸)を用い，緯糸

として絹糸、十数本を糊で固めた糊張り糸を織り込むことにより，大島紬独特の精微な緋を作り出している。

緋締めを行う際に重要なこととして，緯糸の打ち込み強さと経糸の張力があげられる。

現在の緋締め作業での緯糸打ち込みは，圧縮空気を利用した手締め補助装置(エアーバッタン)により，

経糸本数に応じて一定の強さで打ち込むことができるが，経糸張力調整に関しては千巻に鉄棒を差し込み，

テコの応用で巻き取る，カのいる作業となっている。

高齢化の進む緋締め従事者の労力の軽減を図ることを目的に，緋締めにおける経糸張力調整方法について

υ 検討を行った。
1. はじめに

平成17年の奄美産地における緋締め従事者の年齢別

構成では， 61名のうち60~69才が32名， 70~79才が 9

名で平均年齢が64才となっている。また，鹿児島産地

の緋締め従事者に対するアンケートによると， 101名

のうち50~59才が12名， 60~69才が48名， 70~79才が

36名，最高齢者は80才が2名で平均年齢が67才となっ

ている。

これまで，緋締めにおける糊張り糸の打ち込み作業

は，圧縮空気を利用した手締め補助装置により均一な

打ち込みができるようになっているが，経糸(ガス綿

Q糸)に張力を掛ける作業は千巻の穴に鉄棒を差し込み
テコの応用で巻き取る，体力のいる作業である。また，

張力の調整は長年の経験と熟練を要する高度な技術と

なっていることから，その改善改良が重要な課題とな

っている。

今回は，緋締め従事者の高齢化による体力低下を補

うための，作業性の良い経糸張力調整装置を開発し，

張力装置による餅建の染色試験を行った。

2. 内容

2. 1 経糸張力調整装置試作・取り付け

経糸張力調楚装置における経糸張力調整方法として

は，固定ローラ 2本の問に加圧ローラを設置し，この

加圧ローラを上下させることにより張力調整を行っ

た。取り付け位置は，形状の異なる緋締機でも取り付

け可能と恩われる千切(マキチャ)と間了の問とし，

動力源としては，全ての締機に使用されている圧縮空

気を利用した。

操作方法としては，緋締機に座ったままでの電源の

ON • OFFや空気圧調整・バルブ操作などができるよう

に配線・配管作業を行った。

2. 2 経糸張力調整装置の動作図

忠

図1 駆動前 図2 駆動後・

2. 2. 1 経糸張力調整装置佐様

エアーシリンダー:CDA2CQ-63-150B-Y7BWD 

63申ST150SMC 

シリンダロッド:D~20 申

関丁側固定ローラ・ D~61 申 t~2. 3パイプ

マキチャ側固定ローラ:D~61 申 t~2. 3パイプ

加圧ローラ:D~61 <t t ~2. 3パイプ

レギュレ「ター:AR200Q-02BG 

*) KOK製作所
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450 x 50 
155 x 32 

180 x 50 

2. 4 経糸張力調整装置を使用した緋締め試験

緋用糸:練り絹糸 40 g /2500m 

手取り:16本

整経長:30m (糊張り糸) 25m (糊張りナシ糸)

経糸使用ガス綿糸本数:3600本， 2400本， 1600本

経糸張力圧 (Mp a) 

3600本 O.2 O. 25 

2400本 0.15 0.2 

1600本 O.1 . O. 15 

12φ 

15φ 

CDA2CQ-63-150B 

D=20φ 

加圧基シリンダー駆動レバー

加圧ローラー駆動2次レバー

加圧ローラー駆動1次レバー

シリンダーロッド先端ピン

加圧基レバーシャフト

エアーシリンダー

シリンダーロッド

2山ナックル

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

 

ハンドバルブ:VH-200-02 

経糸張力調整装置全体図3 2. 

4九

J 

O. 5 

0.45 

2. 5 緋建織り丈方向幅測定

糊張り糸打ち込み本数54本，糊張りナシ糸打ち込み

本数45本あたりの織り丈方向の幅を測定した。

0.4 

O. 45 

0.4 

O. 35 

0.4 

O. 35 

O. 3 

O. 3 O. 35 

O. 25 O. 3 

O. 2 O. 25 

締め圧:O. 5Mp a 

経糸張力調整装置・平面図図3

2. 6 緋建染色

染料:イソうントビーブルーK-RRL

J 

染料濃度:4 % (0. w. !) 

2. 7 染色判定

目視による染色性の判定を行った。

3. 結果

経糸張力調整装置取り付け図1 3. 

経糸張力調整装置・立面図図4

経糸張力調整装置図7
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380X240t=12 

D=61 

図5 経糸張力調整装置・側面図

取り付け側板

ビローブロック

加圧基シャフト 30φ 

加圧ローラー D=61φ 軸径15φ

巻チャ側加圧受固定ローラー D=61 

折り返し側加圧受国定ローラー

SS41 

UCLF206-30 

L=699 

①

②

③

④

⑤

⑥

 



3. 2 織り丈方向幅損IJ定

3. 2. 1 経糸ガス綿糸3600本

糊張りナシの緋建織り丈方向の幅は，経糸張力圧0

3Mpaが最も狭く，経糸張力圧が高くなるにつれて幅

が広くなっている。

糊張り糸では0.45Mpaが最も狭くなっている。

60 

E 50 

瞳E 40 

置4q30 

+-< 20 =、
縫 10。。

--[J.ー糊張りナシ

一合一糊張り糸

0.2 0.25 0.3 0.35 0.4 0.45 0.5 

経糸張力圧 Mpa

図B 織り丈方向幅

3. 2. 2 経糸ガス綿糸2400本

糊張りナシの緋鐙織り丈方向幅は0.25Mpaから上

は，ほぽ同じ幅になっている。

糊張り糸での測定結果は，張力圧の差による変化は

みられない。
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--[J.ー糊張りナシ

一合一糊張り糸

。ー15 0.2 0.25 0.3 0.35 0.4 0.45 

経糸張力圧 Mpa

図9 織り丈方向幅

3. 2. 3 経糸ガス綿糸1600本

糊張りナシ・糊張り糸ともに張力圧の差による変化

はみられない。

50 
45 

~ 40 
~ 35 

!嬰 30
直 25
-i': 20 
+-< 15 

轟1:
。

--[J.ー糊張りナシ

ート糊張り糸

0.1 0.15 0.2 0.25 0.3 0.35 0.4 

経糸張力庄 Mpa

図10織り丈方向幅

，3. 3 染色判定

3. 3. 1 経糸ガス綿糸3600本

糊張りナシの緋径は0.2MpaとO.25Mpaの経糸張力

圧で締めた緋が染色牲が悪く.0.3Mpa以上はほぼ同

じ染まり具合であった。

糊張り糸の緋建では経糸張力圧O.35Mpaからの緋の

染色性が良好であった。

3. 3. 2 経糸ガス綿糸2400本

糊張りナシの緋径はO.15Mpaと0.2Mpaの経糸張力

圧で締めた緋の染色性が悪く.O. 25Mpaからの緋の染

色性が良好であった。

糊張り糸では0.3Mpaから上の経糸張力圧で締めた

緋が良好であった。

3. 3. 3 経糸ガス綿糸1600本

糊張りナシ，糊張り糸ともにO.25Mpaの経糸張力圧

で締めた緋の染色性が良好であった。

4. まとめ

経糸張力調整装置を取り付けることにより，これまで

の千巻の穴に鉄棒を差し込んで行う，体力を要する経

糸張力調整作業が容易に行えるようになった。

今後の課題としては，装置の製作に要するコストの軽

減を図ることが必要である。
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多色蚊緋大島紬のデザイン開発研究
-多色蚊耕試作試験(1元耕)

徳永嘉美

大島紬の緋文様は，まず手括りによる長十の字緋で表現され，締機の開発など幾多の変遷を経て現在の総

蚊餅方式へと展開発展してきた。この緋表現方式の改善は過去の例から見て新製品の開発に繋がる可能性が

高い。そこで本研究はこれまでの緋表現方式である配色法に着目し，新製品の開発並びに小物などにも活用

できる多色蚊緋による「並置加法混色」法を取り入れ，新たな緋表現方式を見出そうとするものである。

大島紬の製造制約において過去の試作実験から2.3. 4色までの多色入り紛が製造可能と分かったので，

コンビュータ上の想定実験で，これまで3~24色の色相環配色を用い多色蚊緋を開発してきた。本年度はこ

の想定結果を基に2.3. 6. 12色の色相環配色による多色蚊緋の試作試験を行った。この試験で主に染料の

濃度別による試作を行うことで，図柄表現のツールとなる適宜な多色蚊緋を得ることができた。

1.はじめに

織物は，アナログ技術を必要とする後染めの図柄表

現と違って，先染めされた経糸と緯糸の交差により柄

を表現するいわばデジタル技術と言える。その中でも

とりわけ本場大島紬は，経緯緋の交差で作られた点緋

を基軸として図柄を表現するため，まさに点描画と言

えるだろう。

経地糸 (8.2).緯地糸 (8.0)

織緩 15.5算620羽

引 込 l羽2本入り

経緋本数 402本

整経長経緋糸27m(7丈1尺3寸)

経地糸28.6m(7丈5尺5寸)

2. 2 図案調整

多色蚊緋は経と緯の色をそれぞれ違えてあるため，

経図案と緯図案の4枚を必要とした。

方眼紙 15.5算 l元越し式 (3.87mm x 4. 28mm) 

関 数 10日間(横方向). 140閑(縦方向)

図 柄ベタ十の字緋

J 

しかしながら，これら点描画め総蚊緋方式による図

柄表現は，緋に l色しか加飾されておらず色彩の輝き

に必要な色相対比が弱く，地色の黒あるいは白との対

比が先に優先されるため，地味なイメージとなってい

る。この技法は地味な「和」を表現するには最適なも

のであるが，派手さが要求される「洋」をイメージさ

せるもの，あるいは若年層へ提案できる大島紬や小物

などには向かない。そこで色相対比を伴った多色入り

蚊緋の技術を確立することで，新製品の開発並びに小

物への提案可能な素材を模索するため，本年度はl元

緋における多色蚊緋の試作試験を行った。

種 類経図案，緯図案

配色 12色.6色.3色.2色
J 

2.試作内容

2. 1 試験用織物設計

織物設計は. 1元越し式 (7マルキ) 1元十の字緋

における 2色と4色入り緋の構成であるので，いずれ

も同じ仕様となり以下のとおりである。

原料絹糸大島紬繰り絹糸

糸目付(匁/総) 1総の長さ;2. 500m 

経緋糸 (8.5).緯緋糸 (8.5) 

品数経1品，緯1品

種 別加工図案(すり込み経テープ・緯テープ)

締め図案

2. 3 準備作業

糸繰り フノリ0.2%(0. w. S)のうす糊付け
整 経 10枠立て

2. 4 締加工
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糊張りイギス 3% (0. w. S)の溶液を用意し，

すり込みで加飾を行うため白絹糸を糊付

けを行って経と緯を糊張りした。

締 筋経緋糸14算840羽

緯緋糸15.5算620羽

引込本数 4元/羽(経緋糸，緯餅糸)





2. 6 仕上げ加工

総解き 経緋は加工反数，品数により品ごとのフ

ス数が決まるので通常品別にまとめて番

号を付すが，ここでは色ごとにまとめた。

番 組 12色相環の色順番での総作り。

仕上糊ふのり 3% (0. w. s) 

亜美斉リ ライトシリコサ20g/L 

仕上げ 2色入り蚊緋は 1元越し式(緋2本)で

4色入りはカタス式(緋1本)で行い，

12色相環の輪の順番ごとに重ねて仕上

げた。

2. 1. 7 製織

綜統通通常通り(1本ずつ交互)

筏 通通常通り(糸 2本を 1羽に通す)

織 )1頃 15.5算 1元越式， 4羽 1間，緋2・地2

3.試作結果

3. 1 染料濃度別比較 (12色， 6色)

多色蚊緋(1元2色)によるデザインを表現するツ 図5 6配色における染料濃度別比較

ールとなる適宜な配色モードを得るために染料濃度を 12配色・ 6配色における染料濃度)3IJトーンすなわち

比較した。それぞれの比較図を図4・図 5に示す。 第 1段階(オフワイト)，第2段階(ペリーベール)

図4 12配色による染料濃度別比較

第 3段階(ペーノレ)，第4段階(ブライト)，第 5段

階(ストロング)の 5段階を比較検討した結果，いず

れもデザイン表現のツールとして活用できるのは濃度

の濃い0.5%""'0.1 %の 3段階であった。

この中で第5段階のストロングトーンは，最も鮮や

かではあるが寒暖対比のコントラストが高くなるため

経緯の格子柄として認識されたので，最も適切な濃度

は第4段階のブライトトーンであると結論づけられ

た。この次に適切なのが第3段階のベールトーンの配

色であった。第 1・第2のハイキートーンのグループ

は，色味がはっきりしないためデザイン表現のツール

として使用には不向きであり，むしろ色数を24""'48色

へと増加することで玉虫調の無地大島紬としての活用

が期待できる。

3. 2 経緯同じ地濃度と違う濃度の比較

この実験は経よりも緯緋が撚りがあまい関係から明

るく見えるため，多色蚊緋の平準化(柄とじて認識さ

せずフラットにする)をさらに高めることを目的に行

ったもので，経と緯緋が同じ濃度の染料ですり込み染

色したものと，緯緋を経緋より一段階濃度を濃くした

ものとの比較検討を行った。
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6配色における第4段階(ブライトトーン)の濃度 ; ，3. 4 ，，;';2色・ 4色緋の比較

比較図を図 6に示す。 上記した2色緋と同じ試作試験を4色緋にも行った

図6 経緯同じ濃度と違う濃度の比較

比較の結果若干の平準化が見られたがそれほどの差

異はなかった。すり込み染色加工上の手間暇を考える

と，濃度違いは考慮する必要はないものと判断する。

3. 3 配色数別比較

多色蚊緋の開発に重要なファクターが，濃度別のト

ーンセバレーションとこの配色数によるバリエーショ

ンである。ここでは12色， 6色， 3色， 2色を行った。

事例として第4段階(濃度0.2%) を図 7に示す。

図7 配色数比較 (12"-2色)

が，結果は同じであった。 2色入り緋と 4色入り緋と

の違いは緋の見え方にある。比較すると 2色緋は4色

緋よりも色数が多く感じられソフトなイメージであ

る。 4色緋は緋の中に4色を凝縮するため，コントラ

ストが 2色より高まっている。

4色緋は加工の手間を考慮すると，デザイン表現の

ツールには向かない。むしろ2元越しなどの緋と緋の

距離感があるベタ十の字緋として単独で、の活用が望ま

しいと考える。

12配色第5段階(濃度0.5%)のストロングトーン

における 2色・ 4色緋の比較図を図8に示す。

図8 2色・ 4色緋の比較

4.まとめ.

多色蚊緋 (2色・ 4色入り)における 1元緋の試作

試験を行い以下の知見を得ることができた。

①多色蚊緋でのデザイン表現のツールとして活用でき

るのは，染料濃度が0.1，0.2， 0.5%であった。そ

の中で最も適しているのは0.2%であった。

②経と緯緋の染料濃度を違えて加飾する必要はない。

③配色数は多いほど柔らかいトーンとなり，少ないと

ノ、イコントラストな多色蚊緋となる。

④2色・ 4色入り緋では， 2色の方がトーンが柔らか

くなり，デザイン表現のツールに向いている。

本年度は1元緋での試作試験であったが，次回はこ

れよりも明るく表現できる高密度のカタス緋での試験

を行い技術の完成を目指したい。
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セリシン蛋白の粉末化と応用研究
一絹蛋白質利用による耐久性改善一

山下宜良，東みなみ，平田清和

これまでの大島紬製造技術における絹蛋白質(セリシン及びフィブロイン)の活用化研究では，植物染料の

槌色性が改善される等，一定の成果は得られているが，今回は泥染や藍染め製品等に色止め効果があるシマ

ソーレ(鹿児島県の保有特許)処理技術を応用し，他産地和装製品に比べ，袖口や襟元等に発生しやすいとさ

れるスレ発生の抑制に取り組み，着尺製品の洋装化等への展開が容易となるようその効果のほどを調べた。

泥染め無地において，シマソーレ処理液にセリシン等を加える等未処理生地を含む6種類の処理を行い，

摩擦試験機によってスレを発生させる比較試験を行った結果，シマソーレ処理液にセリシン及びシリコーン

系柔軟剤を加えて処理した泥染め無地にスレ発生の抑制効果がみられた。

なお，当研究は植物染料の槌色性改善や色止め及びスレ抑制の処理方法において，絹蛋白質活用による包

括的処理技術の確立に向けた研究の一環として実施した。

1.はじめに

大島紬製品は他産地和装製品に比べ，袖口や襟元が

スレ易いと言われ，更に着物着用機会が多いユーザー

からも八掛等裏地のスレ解消等の声も寄せられている

事からその抑制策を検討した。

2.実験内容

2. 1 実験に供した試料及び機器等

2. 1. 1 試料及び機器等

1 )生地

経・緯とも酸精練した8.5匁の泥染め糸を製織

した無地。

2)フィブロイン溶液

屑糸を精練した後，塩化カルシウムによりフィ

ブロイン濃度が8%となるよう溶解し，透析チュ

ーブで透析した溶液(残留塩化カルシウム濃度:

2.2%)。

3)セリシン溶液

酸精練溶液を透析チューブで透析した溶液(残

留有機酸濃度:O. 01%) 

4)絞り機

ニューマチックマングル

5)摩擦試験機

学振型摩擦試験機

6)生地表面撮影装置

拡大映像装置 (HiROX)

2. 2. 1 実験方法

上記2. 1. 1)生地を経糸方向に35mm幅で切断し，

以下に示す各々の処理液に20分間浸潰した後に絞り率

90%となるようマングルで絞り，乾燥した。

着物の袖口となる部分を想定し，摩擦試験機にセット

する各々の試料上を摺動する摩擦子との接触面が狭く

なるよう試料の中央部に5φのシリコンチューブを固

定できるようにチューブを試料によって包み込んで、縫

い合わせた。これらを摩擦試験機にセットとして，摩

擦子の摺動による生地の緯糸切れに伴う毛羽の発生が

ー塊の集団として視認できる状態まで擦り，その摺動

回数を耐久度合いの判定とした。

図L各種処理生地のスレ発生試験画像

2. 2. 2 耐スレ性試験片の調製

耐スレ性処理液として，以下の5種類の処理液を調

製し，各々の処理液に浸漬乾燥させ，未処理生地を含

め6種類の試験片により摩擦試験を行った。

1 )未処理生地

2) [フィブロイン 2%+界面活性剤0.2%]混合

溶液

門

t
t

A
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複合織物の染色加工技術に関する研究
ースレン染料による改質絹糸・糸芭蕉混紡糸の染色堅ろう度についてー

操利一，平俊博，住谷雅之 1) 

本場大島紬で仕立てる洋装品のコストダウンや染色堅ろう性の向上を図る目的とした。奄美大島産の糸芭

蕉繊維を用いて，綿糸(スーヒ。マ綿)と混紡し，割合 (30: 70)で30番手の細い糸芭蕉混紡糸を得ることが

できた。本場大島紬の製造技術を取り入れた複合織物に用いられる綿糸(改質絹糸)と糸芭蕉混紡糸に合っ

た染料(スレン染料)を選定し染色した。それぞれ染色した被染物について，染色堅ろう度等の基礎的知見

を得るため，耐光試験，摩擦試験(乾燥，湿)，洗濯試験を行い，堅ろう度を調べた。その結果，耐光堅ろ

う度は改質絹糸，糸芭蕉繊維共に 5~6 ， 6 級以上となり，糸芭蕉混紡糸の乾摩擦試験では 4~5 ， 5級と

高堅ろう度の値になったが，湿摩擦試験では2，2~3 ， 3級となった。スレン染料で染色される改質絹糸

及び糸芭蕉混紡繊維の染色堅ろう度(耐光，洗濯)は大きく改善されることとなった。

~) 
1.はじめに

伝統的工芸品である本場大島紬は絹糸 (100略)で出

来ているため，他繊維織物と比べた場合，洋装化する

上で幾つかの課題がある。絹織物における耐久性等に

ついての課題は解決したが， 1}，2〉sa}，4}絹糸自体が高

額であるが故にコストダウンを図ることが出来ない。

そこで，平成17年に鹿児島県の伝統工芸品に指定さ

れた芭蕉布の原料糸である糸芭蕉繊維と改質絹糸によ

る複合織物として改善を図ることとした。しかしなが

ら，糸芭蕉から単繊維を抽出して用いるには，長い時

間と多くの労力を要するためコスト高の原因になって

いる。このようなことからコストを軽減するために綿

糸と混紡化して使用することにした。糸芭蕉から繊維

Gを抽出する技術は当センターで開発されている。この
抽出技術によって，得られる繊維と綿繊維と混紡方法

では， 10及び20番手と番手が小さいと太い糸になるた

め，主としてジャケットや帯地用として使われている。

この技術を応用し，糸芭蕉繊維と綿糸を30:70の割

合で混紡した結果，大島紬等の着尺にも使用可能とな

る細い糸を得る事ができた。改質絹糸，芭蕉混紡糸 (3

0番手)について，それぞれ素材に合った染料を選定

し，染色墜ろう度増進加工を行うことで複合織物で仕

立てる染色糸の染色塗ろう度の基礎的研究を行った。

2.実験方法

2. 1 材料

1) H19年度研修生

改質綿糸経(撚数200回/m，13.5匁/2500m)を

前処理して，吏に改質処理を行って使用した。5}芭

蕉混紡糸(芭蕉糸30%，綿糸70%，太さ30番手，)を

ノイゲンHC(第一工業製薬(株))濃度O.1wt/v払混皮

切"C，時間30minで処理して使用した。染色助剤とし

て水酸化ナトリウム(苛性H")，炭酸ナトリウム，

硫酸ナトリウム(を硝)，ハイドロサルファイト C co 

nc和光純薬(株)，塩化ナトリウム(食塩) 日本たば

こ産業(株)， ミグレガーノレKB センカ(株)，また，

摩擦竪ろう度増進剤jファンダーオイノレC(山宗実業

(株))は，そのまま使用した。

スレン染料(建染染料)は， Mikethren yellew 3GL 

s/f， Mikethren Orende RRTS s/f， Mikethren Red F 

3B s/f， Mikethren Red FFB s/f持900，Mikethren Da 

rk Blue DB s/f ，Mikethren Green FFB s/f， Mikethr 

en Black SR s/f， (三井BASF染料(株))を使用し

た。

2. 2 強f申度

染色前後の糸芭蕉混紡糸を標準状態(温度20士2

oC，湿度65:t2 %)試験室で24時開放置した後，引張

強力， fl申度を天然繊維の引張試験法(JISL 1069-200 

2)により万能引張試験機(テンシロRTM-100，(株)エー.7Y 

ド・デー)を用いて測定した。

2; 3 染色墜ろう度試験
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カーボンアーク灯光t<:対:する染色堅ろtう度試験方法

(JISL 0842-2004)により耐光試験機(フェードメー

タU48スガ試験機(株))を用いて試験した。

摩擦に対する染色堅ろう度試験方法(JISL 0849-2 

004)により摩擦試験機 (11型)スガ試験機(株)で乾

燥，湿摩擦の2種類について試験した。

洗濯試験に対する染色堅ろう度試験方法(JISL 08 

44-2005)により洗濯試験機 (LH-8Dスガ試験機(株)) 

でA-lの方法で試験した。

2. 4 染色

2. 4. 1 改質絹糸の染色

スレン染料は，アルカリ浴中においてハイドロサル

ファイトで還元して染色している。絹糸はアルカリ浴

で染色すると毛羽を生じやすいことはよく知られてい

る。このため，毛羽が発生しにくいエポキシドで改質

した絹糸を使用した。染色は浴比 1: 60として，染料

濃度1.O. 2. O. 4. U. 8.0% (0. w. f)の4段階とした。

絹糸はアル刀リ性下においては，脆化につながること

から水酸化ナトリウム濃度 (0.2wt%).炭酸ナトリウ

ム (0.5wt%).のアルカリ剤を最小限で使用した。"

染色促進剤jを硫酸ナトリウム (1wt%).更に温度が60

℃で還元剤[ハイドロサルファイトCconc (0. 3wt%) J 
を添加して還元状態で染色工程図lのように染色した

後，ノイゲンHC (0. lwt!v%)で図2のように60't:. 

30分間ソーピングを行った。

2. 4. 2 糸芭蕉繊維混紡糸の染色

糸芭蕉混紡糸は紡績を行うときに柔軟剤や油剤等を

使用する。それらの薬品が染色を妨げる懸念があるた

め，ノイゲンHC (0. lwt!v%)でソーピングを行って

使用した。スレン染料は，充分なアルカリ浴中で図3

のように還元されて，ロイコ塩となり繊維に染着され

る。円染色浴比 1: 60とし，染料濃度1.O. 2. O. 4. O. 

8. 0% (0. w. f)の4段階としたが.8目 0%濃度で染色じ

た糸は黒色にならなかったので. 16. 0%を加えて5段

階とした。セルロース系繊維はアルカリ剤として水酸

化ナトリウム (0.6wt%).炭酸ナトリウム (0.4wt%). 

染色促進剤を塩化ナトリウム(1wt%).均染剤[ミグ

レガールKB (0. 2wt/v%) J.更に温度が60't:になった
時点で還元剤[ハイドロサルファイト Cconc (0. 4wt%) J 
を添加して還元状態で図 1のように30分間染色した

後，ソイゲシHC (O.lwtlv%)で図2のように60't:. 

30分間ソーピングを行った。

2. 5 摩擦堅ろう度の増進加工

2. 4において染色した改質絹糸及び糸芭蕪混紡糸

↑↑↑↑↑ 

①②③④⑤ ⑥ 

60't:， 30皿lfi

①:水酸化ナトリウム ②:炭酸ナトリウム

③:硫酸ナトリウム又は塩化ナトリウム ④:染料

⑤.ミゲレjj'-)~KB (糸芭蕉混紡糸のみ)

⑥: )¥イト'ロサル77イトCconc 

↑I I 

Gゆ⑨

⑦.水洗 ③.水中酸化後一昼夜放置乾燥

⑨.脱水，乾燥

図l スレン染料による染色工程

↑ 

① 

①: JイゲンHC
③:脱水

60't:， 30皿in

②:水洗

④:乾燥

↑↑↑ 

②@@ 

図2 染色後のソーピング工程

員 。4α4
¥人/創¥ム A 刷、ムノ弘人ノ

J ~ご人Jlご人Jl→ 11 11 
o I O 

量化型(キ/ン型)

総解性・不臨

a-t a-t 

平車 可官

染色

酸化型(!I洩)

不臨

図3 セルロース系繊維のスレン染料による

染着プロセス
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共にファンダーオイルC (lOwl!v%)を用いて摩擦増

進加工を行った。浴比1: 10の処理液に10分間浸潰し

た後に絞り(絞り率:100 %)とし，約90"Cで乾燥した。

3 結果及び考察

3. 1 強伸度

強アルカリを必要とする鷲染め(建染染料)が改質

絹糸の強伸度に及ぼす影響については，過去の研究で

殆ど影響は少ないと報告した。8>

今回，試作した30番手の糸芭蕉混紡糸を界面活性剤l

で精練した後の白糸とスレン染料 (yellew.Red， Blu 

e)で染色後の染色糸について，強力及び伸度の測定

した結果を表1に示す。

¥.) 糸芭蕉混紡糸 (30番手)の強力及び伸度について，

染色前の強力，伸度共にデータに多少のバラツキがあ

るものの強力は数値的に大きな差はなく，染色よる影

響は少ないと思われる。それぞれの値を染色前後の伸

度を比較すると， yellew， Red， Blueのスレン染料染

色における影響は僅かながら高くなることがわかっ

た。

表1 染色前後における糸芭蕉混紡糸の強伸度

) 

守宅
染色前 染色後

濃度 強力 伸度 強力 伸度

(%) (g) 1 (%) (回 (%) 

309. 5 14. 6 299. 8 16. 5 

Mikethren 2 294. 3 14. 3 295. 5 15. 7 

yellew 3GL sl 4 344. 6 13. 7 333.7 15. 2 

8 356. 8 13. 5 344. 1 15. 1 

323. 6 13. 7 304. 5 15. 2 

Mikethren 336. 2 13. 5 313.4 14. 5 

Red FFB s/! 4 314.3 15. 5 312.7 15.7 

井900 326. 5 14. 2 312. 6 15. 1 

420.9 15. 0 392. 3 15. 8 

Mikethren 363. 9 13. 5 346. 2 15. 1 

Dark Blue DB 4 357. 9 13. 2 345. 8 14. 9 

s/! 8 296. 6 13. 2 287.6 13.8 

3. 2 染色堅ろう度

改質絹糸をスルン染料で染色した被染物の耐光，洗

濯試験結果を表2に示す。各染料や染色濃度毎に染色

してカーボンアーク灯光に対する染色堅ろう度試験結

果，濃度が低い 1%の評価は4~5級 (yellew ， Red， G 

reen)であったが，染色濃度2%以上のも'のでは5，

5~6 ， 6級となって，高耐光堅ろう性が認められた。

各染料や染色濃度毎に染色して洗濯に対する染色堅

ろう度試験結果，各染料や染色濃度毎に染色した被染

物の変退色では全てが5級になり，洗濯による変色は

ないと考えられる。また，汚染の場合，綿布，絹布~J<

に 4~5 ， 5級となり洗濯による綿布，絹布への移染

少ないと思われる。

表2 スレン染料による染色改質絹糸の耐光，洗濯

試験

ベ(
洗濯試験(級)

濃度 耐光試 変退色 汚染

(%) 験(級) 綿布 絹布

4~5 5 

Mike thren 2 5 

ye llew 3GL 4 5~6 5 5 

s/f 4~5 5 4~5 

5 

Mikethren 2 5~6 5 

Orende RRTS 4 6 5 5 5 

s/f B 5 4~5 

4~5 s 
Mikethren 2 5 5 

Red FFB s/f 4 5~6 5 

書900 4~5 

5 

Mikethren 5~6 5 5 

Dark Blue DB 4 

s/f 8 5 5 4~5 

4~5 5 5 

Mikethren 2 5 

Green FFB '.31 4 5~6 

8 6 4~5 

5 

Mikethren 5~6 5 

Black SR s/f 4 5 

5 4~5 

1
 
5
 



糸芭蕉混紡糸をス lシン染料で染色した被染物の耐

光，洗濯試験結果を表3に示す。

各染料及び染色濃度毎lご染色じた被染物をカーボン

ア←ク灯光応対する染色堅ろう度試験結果，濃度が低

い1.%のものは4~5級 (yel1ew ， Orende)であった

が，染色濃度2'%以上のものでは5，5~ ， 6; 6級と

なιり，高耐光堅ろう性を示!しτいる。
各染料及び染色濃度毎に染色した被染物の洗濯に対

する染色堅ろう度試験結果，染色濃度毎に染色した被

表3 スレン染料による染色芭策混紡糸の耐光，洗濯

試験

汽l
洗濯試験(級)

変退色 汚染濃度 耐光試

(%) 験(級i 綿布 絹布

4"'5 5 5 

Mikethren 2 5 

yellew:3GL 4 5 5 

s/! 8 4~5 5 5 

: 4~5 5 5 
-・ 4 ・"

Mikethren 

Orende RRTS 4 5 

s/! 5"-6 

5 

Mikethren' 2 5~6 5 5 

Red FFB s/! 4 5 5 5 

#900 I 8 5 

5~6 8 5 

Mike thren 。2 5~6 

Dark Blue DB 4 5 

s/! 5 

r 5~6 
".・.

Mikethren 5~6 

Green FFB 4 

s/! 8 6 5 

5.~6 5 5 

2 5~6 5 5 

Mikethren '4 5~6 5 

Black SR s/! 8 
t ト〆 16 ' 4~5 

染物の変退色は4~5; 5級になって洗濯による変色

は少ないと考えられるロまた，汚染の場合，綿布，絹

布共に全での値が5級であり，洗濯による綿布，絹布

への移染の影響は殆どないものと思われる。

改質絹糸をスレン染料で染色した被染物の摩擦試験

(乾燥，湿)結果を表4に示す。各染料や染色濃度毎

に染色した被染物を摩擦に対する染色墜ろう度試験結

果，乾燥摩擦試験では， 4， 4~5 ， 5級となり堅ろ

う度が高いことがわかる。しかしながち，洋装化する

上で必要不可欠である湿摩擦試験については，染色濃

表4 スレン染料による染色改質絹糸の摩擦試験

(乾燥，湿，増進加工後)

摩擦試験(級)

濃度 乾 l 湿i 摩擦増

(%) 進加工

(湿i

4 

Mikethren yellew 3G 

L s/! 4 5 2~3 

B 4~5 2 

5 3~4 

Mikethren 2 

Orende RRTS s/! 4 4~5 2~3 3 

4~5 2~3 

3~4 

Mikethren Red FFB s 3 

/! #900 4 4---5 2~3 

8 4~5 2~3 

4~5 3 

Mikethren Dark Blue 2 4，:"，5 3 

DB s/! 4 4~5 2~3 3 

4 2~3 2--，.3 

4~5 3""4 

Mikethren Green.FFB 4--，.5 

s/! 4 4~5 2~3 

B 4 2~3 ' 2~3 

3 3~4 

Mikethren Black SR 2 3 

s/! 4 2~3 ，3 

4 2~3 1， .2~3 
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度 (1; 2 %)で3. 3~4. 4級となり，染色濃度

4. 8 %では2. 2~3. 3級となった。さらに，湿

摩擦の向上を図るため，摩擦増進加工剤(ファンダー

オイルC (1 Owt!v%))処理後，湿摩擦堅ろう度試験を

行った。(表3. 4)改質絹糸をスレン染料で染色し

た被染物の摩擦増進加工は，染色濃度 (1.2.4%)

で3.3~4級となった。しかし，染色濃度 8%では，

ほぽ同程度のf直になって，処理効果が低くなっている。

表4 スレン染料による染色芭蕉混紡糸の摩擦試験

(乾燥，湿，増進加工後)

υ 

摩擦試験(級)

濃度 摩擦増

(百) 乾 湿 進加工

(湿)

Mikethren 2~3 

yellew 3GL s/f 4 2~3 

8 4~5 2~3 

5 

Mikethren Orende 2 B 3 

RRTS s/f 4 4~5 2~3 3 

4~5 2 2 

3 

Mikethren Red FFB 5 3 

s/f #900 4 5 2~3 

B 4~5 2~3 

4~5 

Mikethren Dark 2 4~5 

Blue-DB s/f 4 4~5 2~3 

B 4 2~3 2 

4~5 3 

Mikethren Green 2 4~5 3 

FFB s/f 4 4~5 2 2 

8 4 2 2 

3 3 

Mikethren Black S 2~3 2~3 

R s/f 4 2 

4 

16 4 2 

Q 

/ 

糸芭蕉i昆紡糸における摩擦糟進加工を行ったもの

は，処理効果がなかった。

4.おわりに

本研究で地場産糸芭蕉を用いて，糸芭蕉繊維と綿糸

(スーピマ綿)30・70.太さ30番手の混紡糸を得るこ

とができた。

改質絹糸及び糸芭蕉混紡糸をスレン染料で染色する

ことで耐光，洗濯，乾燥摩擦堅ろう度については，一

般的な合成染料(直接，酸性，含金)と比較して大き

く改善された。ファンダーオイルCにおける改質絹糸

の湿摩擦堅ろう度の増進加工については. 3. 3~4 

級の値になって改善を図ることができた。しかしなが

ら，スレン染料で染色した糸芭蕉混紡糸をファンダー

オイルCによる湿摩擦堅ろう度増進加工においては改

善することができなかった課題が残された。
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